
13. いろいろな名詞 
 

1. 男性弱変化名詞 
 男性名詞のごく一部のものに男性弱変化名詞とよばれるものがあります。これらの名詞には、２格には 
–s という語尾をつけず、単数２、３、４格と複数に全て -n ないしは -en という語尾をつけるだけで変
化が比較的単純なため、男性弱変化名詞といいます。この男性弱変化名詞に含まれる名詞には、人間

の身分や地位、職業や国籍をあらわすもの、動物名、天体名、鉱物名などがあります。 
 男性弱変化名詞は、辞書などでは男性名詞をあらわす記号（m.）のあとの２格と複数形の語尾が全て 
-n ないしは -en というかたちでしるされていますから、見分けることは容易です。しかし名詞そのもの
からは見極めることはできませんからすこしずつ覚える必要がありますが、外来語系の「…をするひと」

「…主義者」などをあらわす語尾 (-at, -ent, -ist) をもった名詞や –e で終わる男性名詞は、弱
変化名詞であることが多いのです。 
 
  der Junge   (m. -n, -n)    「少年」 
  der Mensch   (m. -en, -en)   「人間」 
  der Student   (m. -en, -en)   「大学生」 
  der Polizist  (m. -en, -en)   「警官」 
  der Franzose   (m. -n, -n)    「フランス人」 
  der Affe   (m. -n, -n)    「サル」 
  der Löwe   (m. -n, -n)    「ライオン」 
  der Planet   (m. -en, -en)   「惑星」 
  der Komet   (m. -en, -en)   「彗星」 
  der Diamant   (m. -en, -en)   「ダイアモンド」 
 
 ただし 
  der Herr   (m. -n, -en)    「Mr.、紳士、主人」 
 のみ多少の変則があって、単数形には -n を、複数形には -en をつけます。 
 
2. 男性名詞の女性形 
  職業、国籍、身分などをあらわす名詞は男性名詞で代表させることが普通ですが、そうした名詞は 
-in という語尾をつけると女性形としてもちいられます。なおその際に幹母音が変音することもあります。
また複数形は発音の都合上 -nen をつけたかたちを使います。ドイツ語から移入されたこうした例は英
語にもわずかあって hero は heroine、Joseph は Josephine などになりますが、 actor が 
actress、host が hostess などとなる -ess という語尾はフランス語から入ったものです。 
 
Lehrer (m. -s, -)  「男の教師」   Lehrerin (f. -, -nen)  「女教師」 
Schüler (m. -s, -) 「男子生徒」   Schülerin (f. -, -nen) 「女子生徒」 
Student (m. -en, -en) 「男子学生」   Studentin (f. -, -nen) 「女子大生」 
Freund (m. -[e]s, -e) 「男の友人」   Freundin (f. -, -nen)  「女の友人」 
Arzt (m. -es, Ärzte) 「男の医者」   Ärztin (f. -, -nen)  「女医」 
König (m. -s, -e)  「王様」   Königin (f. -, -nen)  「女王」 
Japaner (m. -s, - ) 「男の日本人」  Japanerin (f. -, -nen) 「日本女性」 
 



3. 縮小名詞 
 ある名詞が「小さい」「かわいい」ことを示したいときは、縮小語尾といわれる -chen  や -lein を最
後につけることがあります。この場合もその名詞の幹母音が変音することが多く、さらにその名詞は必ず

中性名詞となり、複数形は同尾式、すなわち単数形と同じになります。 
 
  Ma[g]d (f. -, Mägde) 「女性」  Mädchen (n. -s, - )  「少女」 
  Frau (f. -, -en)  「女、夫人」  Fräulein (n. -s, - )  「お嬢さん」 
  Hund (m. -[e]s, -e) 「犬」   Hündchen (n. -s, - )  「仔犬」 
  Hand (f. -, Hände) 「手」    Händchen (n. -s, - )  「おてて」 
 
4. 複合名詞 
  Krankenhaus は Kranke (m.)「病人」と Haus (n.)「家」を合成してできた名詞です。このよう
な名詞を複合名詞といいますが、その性と複数形は一番最後の名詞に従います。 
  Krankenhaus (n. -es, -häuser)   「病院」 
    Kranke (m.)「病人」+ Haus (n. -es, Häuser)「家」 
  Fußball (m. -[e]s, Fußbälle)   「サッカー」 
    Fuß (m.)「足」+ Ball (m. -[e]s, Bälle)「ボール」 
  Bahnhof (m. -[e]s, -höfe)   「（鉄道の）駅」 
    Bahn (f. -en)「鉄道」+ Hof (m. -[e]s, Höfe)「庭、屋敷」 
 
 英語では二つ以上の名詞を合成する複合名詞よりはそれぞれの名詞を独立的にもちいます。 
 
  Taschengeld (n.)   「ポケットマネー」   pocket money 
  Weihnachtsgeschenk (n.)  「クリスマスの贈り物」  Christmas present 
 
5. 外来名詞 
 
 英語などと同様に古代ギリシア・ローマから移入された外来名詞もたくさんありますが、これは日本語

でも漢文から移入された熟語などがあるのと同じです。 
 
 Titel (m.)    「タイトル」    title 
 Thema (n.)    「テーマ」    theme 
 Theater (n.)    「劇場」    theater 
 
 また近代に至っては英語やフランス語からの外来語も多く見られますが、ドイツ語になればかならず大

文字で書き始めることに注意しましょう。こうした外来語は複数形は英語やフランス語のかたち、すなわ

ち -s をつけるものがほとんどですが、例外的なものもあります。 
 
 Club (m. -s, -s)   「クラブ」    club 
 Chef (m.  -s, -s)   「上司」    chief 
 Lady (f. -, -s)   「レディー」    lady 
  Hotel (n.  -s, -s)  「ホテル」    hotel 
 Auto (n.  -s, -s)   「自動車」    automobile 
 Computer (m.  -s, -)   「コンピュータ」   computer 


